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作品園府理表紙デザイン灰田瑞穂協力アートコートギャラリ

私は、私ゃあなたが選択 しなか った世界を想像するのが好き だ。

その世界をあなたが選択しなかった理由はいろいろあると思う

けれど、あえて、無理を承知で作ってみる。すると、現在の世界が

些細なことの積み重ねで出来上がっていることがなんとなくわかる。

そうしながら選択した世界をわかっ ていけたら、と思う。(図府)

関西の建築界 宮本佳明・藤原芳寿

群像

information 平成23年度建設リサイクル法説明会ー企画東京ステーションギャ5/

ラリー現代絵画の展望 24の時の瞳.NHK大河ドラマ50年 特別展

「平清盛j 三井家伝来能面と能装束一紙と幽玄のかたち-

KOBE de i青盛 2012. 新春によせて近代の日本画・油絵画

ホノルル美術館所蔵「北斎展j葛飾北斎生誕250周年記念鈎

削り体験.柳宗悦展 暮らしへの眼差しー.大阪市立科学館プ

ラネタリウムリニューアル記念作品中国近代絵画と日本 ス ー

ジ ・スの世界展

月間の動き 平成23年11月 58 

本文デザイン 防備i'1)L

今月の表紙

舟島 2002年/木、鉄、樹木、土、他/600x 450 x 140 cm 

2002年、とある海岸に突如巨大な鉄の箱が漂着 した。それは「メ

ガフロート jという人工の浮島だった。私は、人の手を離れた人

工の土地が、太陽の照り付ける広大な海原を誰の目にも触れず

に悠然と 漂う姿を汁像した。その土地を訪れるのは羽を休めに

降り立った渡り鳥だけ、そんな時間を思いながら作った。(図府)

園府理 Osamu KOKUFU 

1970年京都府生まれ。1994年、京都市立芸術大学大学院修了。乗り物の形態をモチーフに、植物や生態系そのものを組み合わせた大型彫刻を制作する現代美術家。国内外の美術館等で

個展やグループ展多数。2011年イタリア、フォルトゥ二一美術館(ヴェネチア市立美術館連合財団 PalazzoFortuny)でのTRA展参加など、海外からも注目される。2011年、作品集

rOSAMU KOKUFU.!をアートコートギャラリーより出版。
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